
① 新潟市 リチウムイオン電池を含む電子機器の効果的な分別収集

及び 電池類リサイクルの取り組み

新潟市からは年間約 7,000 トンのプラスチック製容器包装を引き取らせて頂いておりますが、当協会の再生処

理事業者での発煙・発火トラブルは、過去に 1件も発生しておりません。

新潟市のプラスチックに発火物が混入していない理由や、回収された小型家電に含まれる電池類のリサイクル

フローなど、新潟市の取り組みを下記のとおり紹介いたします。

記

新潟市のプラスチック製容器包装ベールに発火物混入が無い理由は、以下の４点があげられます。

①「プラマーク容器包装」という呼び方

「プラマーク容器包装」という呼び方で区分し、分別収集している。プラマークが付いた容器のみを回収し

ているため、「プラスチック製容器包装」という名称よりも市民には分かりやすく、異物が少なくなっている

可能性がある。

②リチウムイオン電池をごみ集積場で回収

リチウムイオン電池を含む充電式電池や蛍光灯などは、「特定５品目」という区分で、月に１回ごみ集積場で

回収している。ごみ集積場に排出出来ることは、市民にとっては一番排出しやすい。



③「電池類が取り外せない小型家電」を特定５品目の乾電池類として分別

昨年１０月より、特定５品目の乾電池類に、「電池が取り外せない小型家電」を含めることとして周知した。

以下の情報誌参照。

④スーパーや商業施設などの民間企業での使用済小型家電回収

多くの自治体では、使用済小型家電回収ＢＯＸを役所などの公共施設のみに設置することが多いですが、新

潟市では、公共施設だけでなく、スーパーや商業施設などの民間企業と連携し、使用済小型家電回収ＢＯＸ

を設置しています。設置場所もホームページで詳細に案内し、回収実績も公開しています。



新潟市と連携した野村興産㈱での電池類のリサイクル

新潟市内の清掃センター（２施設）において、電池類の仕分けを行った後、電池類、リチウムイオン電池、

モバイルバッテリー、加熱式たばこは、野村興産㈱に運ばれ、焙焼・リサイクルされる。

ボタン電池や、昔の電池や海外製の電池には、水銀が含まれていることがあり、水銀回収を行う野村興産㈱

等での適正な処理・リサイクルが行われている。

【野村興産㈱での電池類、リチウムイオン電池、モバイルバッテリー、加熱式たばこの処理フロー】

野村興産でのリサイクルの特徴

・電池の種類を問わず処理することができる為、過度な解体をせずにアルカリ・マンガン電池やリチウムイオン

電池等を併せて保管管理・運搬することができる。

・リチウムイオン電池のリサイクルマークが無い加熱式たばこやモバイルバッテリーについても回収可能。

・破損や変形した加熱式たばこ、モバイルバッテリー、リチウムイオン電池も回収可能。

以上


